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１．2026年８月期第１四半期の連結業績（2025年９月１日～2025年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年８月期第１四半期 389 △0.5 △38 － △2 － △9 －

2025年８月期第１四半期 391 33.3 △44 － △54 － △59 －
(注)包括利益 2026年８月期第１四半期 △36百万円( －％) 2025年８月期第１四半期 △32百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年８月期第１四半期 △1.24 －

2025年８月期第１四半期 △8.32 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年８月期第１四半期 2,749 1,692 61.5

2025年８月期 2,781 1,729 62.1
(参考) 自己資本 2026年８月期第１四半期 1,691百万円 2025年８月期 1,728百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年８月期 －

2026年８月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年８月期の連結業績予想（2025年９月１日～2026年８月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 907 3.6 △34 － △38 － △35 － △4.52

通期 2,291 37.5 117 － 110 － 65 － 8.38
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．10「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年８月期１Ｑ 7,796,800株 2025年８月期 7,796,800株

② 期末自己株式数 2026年８月期１Ｑ 80株 2025年８月期 80株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年８月期１Ｑ 7,796,720株 2025年８月期１Ｑ 7,113,330株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有(任意)

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の
ご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2025年９月１日～2025年11月30日）における我が国経済は、内需及びインバウンド

需要の回復など、社会活動の正常化の動きがみられました。一方で、国際情勢不安、円安の進行、物価上昇など、

景気動向についてもいまだ予断を許さない状況が続いております。

このような環境の下、当社グループは、「事業計画及び成長可能性に関する事項について記載した書面」に記載

のとおり、プロダクト別に事業組織を再編した上で、「モノ認識」「モバイル」「自動化」を主軸に置き、次の成

長戦略を実行しております。

（DX事業部）

スマートフォンを使用した当社の製品が、従来のハンディターミナルに対するスペックなどの優位性を保っ

ていることを活用し、スマートフォン装着型バーコードリーダー、スマートフォンのカメラアプリを使用した

バーコードリーダー、スマートフォンカメラでOCRを認識し期限管理を行うアプリケーション「SdcO」などの

販売を行っております。

（NX事業部）

スマートフォンなどのモバイル端末からRFIDを利用し、モノの情報を簡単に可視化できるRFIDリーダーライ

ター及び情報管理を行うソフトウエアパッケージ、当社が独自開発した多くのシンボルを一括で読み取ること

が可能な二次元コード「AsCode」の販売を行っております。

（IT事業部）

従来のシステム受託開発の実施に加え、新たなパッケージソフトの販売に向けた製作活動を行っておりま

す。

（AI事業部）

顔認証技術を活用した端末「AsReader GoMA」の販売を継続及び、AIカメラの開発、製品化を進めておりま

す。

（LM事業部）

リニアモーター技術を活用した新製品の販売に向けた開発を継続して行っております。

（営業力の強化）

大手キャリア様との協業体制の強化、営業支援体制の整備やWEBマーケティング施策を実施しております。

（海外展開）

当第１四半期連結累計期間においては、大型案件の成約に向けた営業活動を継続して行っております。

以上の取り組みの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高389,075千円(前年同期比0.5％減)、営業損

失38,376千円、(前年同期は44,200千円の営業損失)、経常損失2,673千円、(前年同期は54,660千円の経常損失)、親

会社株主に帰属する四半期純損失9,657千円(前年同期は59,176千円の親会社株主に帰属する四半期純損失)となりま

した。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(AsReader事業)

AsReader事業の連結売上高は342,626千円(前年同期比12.0％増)、セグメント利益は138千円(前年同期は

8,594千円のセグメント損失)となりました。当社主力商品である「AsReader」の販売では、国内向けでは、輸

送業界、製造、卸売・小売業界への販売がありました。海外向けでは、飲料メーカーへの追加納入がありまし

た。一方で、海外子会社の案件進捗の遅れ、顔認証技術をはじめとした新商品開発、顔認証レジの実証店舗運

営の影響などの費用が発生したものの、セグメント利益を確保する結果となりました。

(システムインテグレーション事業)

システムインテグレーション事業の連結売上高は43,373千円(前年同期比47.0％減)、セグメント利益は3,977

千円(前年同期比49.0％減)となりました。当四半期連結累計期間の売上は前年に対し減少しておりますが、建

設業界向け、卸売・小売業界向け、その他のサービス業界向けなどのシステム開発の納入、製造業界、卸売・

小売業界、医療・社会福祉業界向けの受注を獲得しております。一部案件において進捗の遅れの発生が発生し

ておりますが概ね堅調に推移し、セグメント利益を確保する結果となりました。
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(賃貸事業)

賃貸事業の連結売上高は3,075千円(前年同期比7.0％減)、セグメント利益は411千円(前年同期比36.6％減)と

なりました。

当社の本社兼研究所であるAsTech Osaka Buildingの建設地が大阪市の定める特別用途地区（中高層階住居専

用地区）に該当することから、当該建物の７階～９階の３フロアを住居として賃貸しており、当第１四半期連

結会計期間末において入居率は100％となっております。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、2,749,608千円となり、前連結会計年度末の2,781,213千円

と比べ、31,604千円の減少となりました。主な要因は、売掛金及び契約資産の増加41,062千円、その他の流動資

産のうち前渡金の増加19,918千円、商品及び製品の増加11,041千円、現金及び預金の減少93,700千円によるもの

です。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、1,056,864千円となり、前連結会計年度末の1,051,988千円

と比べ4,876千円の増加となりました。その主な要因は、買掛金の増加44,426千円、その他の流動負債のうち仮受

消費税の増加8,933千円、未払法人税等の減少18,157千円、賞与引当金の減少25,922千円によるものです。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、1,692,744千円となり、前連結会計年度末の1,729,225千

円と比べ36,481千円の減少となりました。その主な要因は、為替換算調整勘定の減少26,823千円、利益剰余金の

減少9,657千円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、当第１四半期連結累計期間の業績等を踏まえ検討した結果、2025年10月15日の

「2025年８月期 決算短信」で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありま

せん。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度において営業キャッシュ・フローは黒字であったものの、３期連続で営業損

失を計上しました。

引き続き営業体制の再構築や新たなストック型商材の開発・販売等を通じて、収益性の改善に取り組んでおり

ますが、当第１四半期連結累計期間においては、国内の販売においては前年同期と同水準で推移しており、また

米国において販売活動を行っている連結子会社AsReader,Inc.は、いくつかの大型案件の商談が継続しているもの

の受注・出荷に至っていない状況であり、当第１四半期連結累計期間においても営業損失を計上する結果となっ

ております。

現時点においては、依然として当社グループの事業継続に関して重要な疑義を生じさせるような事象又は状況

が存在することを認識しており、これに対して、当社グループは、これらの状況を解消するため、当連結会計年

度も引き続き以下の施策を実施しております。

① 営業体制の強化と収益性改善

国内市場において、これまで東日本・西日本による地域制の営業体制から、バーコード、RFIDといったプロダ

クト別の専門性を軸とした営業体制に再編しております。これにより営業担当者の製品知識・技術提案力の向上

を図り、顧客ニーズに即した営業活動を強化。収益性改善と増収増益に向けて活動してまいります。

また、リニア技術や当社独自技術であるAsCodeを活用した新たなソリューションの開発・拡販にも注力してお

り、国内市場を中心に営業活動の効率化と収益力の向上を進めております。

② ストック型商材による安定収益の確保

SdcO（賞味・消費期限管理アプリ）やCount Pipe（鋼管カウントアプリ）など、月額課金型のストック型商材

のラインナップを拡充し、安定的な収益基盤の構築を進めております。これらのサービスは、小売業界等の幅広

い業種での活用が見込まれており、今後の成長ドライバーとして位置付けております。

③ 資金の確保と財務の健全化

当社は、既に手元資金として約2年分の運転資金に相当するキャッシュを確保しているほか、当座貸越枠の設定
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や新株予約権の発行等により、今後の資金需要にも対応可能な体制を整えております。加えて、必要に応じて金

融機関との協議も継続的に実施しております。

④ コスト削減と運営体制の見直し

収益性の向上に向け、売上に直結しないコストの把握と管理、及び販管費の削減に取り組んでおります。あわ

せて、事業運営体制の効率化を進めることで、継続的なコスト圧縮を図っております。

なお、米国子会社AsReader, Inc.については、現時点で売上には至っていないものの、商談案件は複数存在し

ており、現時点においては閉鎖する予定はございません。当社からの営業支援を行う等販売体制の強化を行い、

大型案件の獲得を目指してまいります。

以上のように、当社グループには継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象が存在しておりますが、これ

らへの対応策を実行しており、現時点において重要な不確実性は認められないと判断しております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 932,258 838,557

売掛金及び契約資産 276,383 317,446

商品及び製品 404,829 415,871

原材料及び貯蔵品 40,655 43,291

その他 77,738 95,035

貸倒引当金 △2,253 △2,555

流動資産合計 1,729,612 1,707,646

固定資産

有形固定資産

建物 485,393 485,393

減価償却累計額 △26,304 △28,728

建物（純額） 459,089 456,664

建物附属設備 167,501 167,501

減価償却累計額 △48,998 △51,732

建物附属設備（純額） 118,503 115,769

構築物 18,651 18,651

減価償却累計額 △3,301 △3,569

構築物（純額） 15,350 15,082

車両運搬具 641 641

減価償却累計額 △641 △641

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 206,552 214,271

減価償却累計額 △193,475 △196,998

工具、器具及び備品（純額） 13,077 17,273

土地 292,589 292,589

有形固定資産合計 898,609 897,379

無形固定資産 21,489 15,542

投資その他の資産

投資有価証券 101,250 101,250

繰延税金資産 1,611 －

その他 28,641 27,789

投資その他の資産合計 131,502 129,039

固定資産合計 1,051,601 1,041,961

資産合計 2,781,213 2,749,608
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 83,824 128,250

短期借入金 650,000 650,000

１年内返済予定の長期借入金 21,658 21,658

未払法人税等 21,865 3,708

賞与引当金 47,444 21,522

製品保証引当金 1,390 632

受注損失引当金 28,464 20,970

その他 129,743 144,584

流動負債合計 984,390 991,326

固定負債

長期借入金 50,020 45,022

資産除去債務 1,543 1,543

繰延税金負債 16,033 18,971

固定負債合計 67,597 65,537

負債合計 1,051,988 1,056,864

純資産の部

株主資本

資本金 983,510 983,510

資本剰余金 973,510 973,510

利益剰余金 △240,475 △250,133

自己株式 △48 △48

株主資本合計 1,716,495 1,706,838

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 11,927 △14,896

その他の包括利益累計額合計 11,927 △14,896

新株予約権 803 803

純資産合計 1,729,225 1,692,744

負債純資産合計 2,781,213 2,749,608
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年９月１日
至 2024年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年９月１日
至 2025年11月30日)

売上高 391,075 389,075

売上原価 253,450 239,439

売上総利益 137,624 149,635

販売費及び一般管理費 181,824 188,011

営業損失（△） △44,200 △38,376

営業外収益

受取利息及び配当金 3 65

貸倒引当金戻入額 － 27

雑収入 14 14

為替差益 － 38,069

営業外収益合計 17 38,177

営業外費用

支払利息 1,709 2,216

貸倒引当金繰入額 2 －

雑支出 257 257

為替差損 8,508 －

営業外費用合計 10,477 2,474

経常損失（△） △54,660 △2,673

特別利益

補助金収入 － 22

受取保険金 － 383

特別利益合計 － 406

税金等調整前四半期純損失（△） △54,660 △2,267

法人税、住民税及び事業税 4,516 △515

法人税等調整額 － 7,904

法人税等合計 4,516 7,389

四半期純損失（△） △59,176 △9,657

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △59,176 △9,657
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年９月１日
至 2024年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年９月１日
至 2025年11月30日)

四半期純損失（△） △59,176 △9,657

その他の包括利益

為替換算調整勘定 26,842 △26,823

その他の包括利益合計 26,842 △26,823

四半期包括利益 △32,334 △36,481

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △32,334 △36,481

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用しております。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2024年９月１日 至 2024年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

AsReader
事業

システムイン

テグレーショ

ン

事業

賃貸事業 計

売上高

日本 256,929 81,826 － 338,756 338,756 － 338,756

アメリカ 47,225 － － 47,225 47,225 － 47,225

その他 1,788 － － 1,788 1,788 － 1,788

顧客との契約から生じる収
益

305,944 81,826 － 387,770 387,770 － 387,770

その他の収益 － － 3,305 3,305 3,305 － 3,305

外部顧客への売上高 305,944 81,826 3,305 391,075 391,075 － 391,075

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 305,944 81,826 3,305 391,075 391,075 － 391,075

セ グメント利益又は損失
（△）

△8,594 7,797 648 △147 △147 △44,052 △44,200

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに帰属しない全社費用、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間(自 2025年９月１日 至 2025年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

AsReader
事業

システムイン

テグレーショ

ン

事業

賃貸事業 計

売上高

日本 319,038 36,293 － 355,332 355,332 － 355,332

アメリカ 23,588 － － 23,588 23,588 － 23,588

その他 － 7,079 － 7,079 7,079 － 7,079

顧客との契約から生じる収
益

342,626 43,373 － 386,000 386,000 － 386,000

その他の収益 － － 3,075 3,075 3,075 － 3,075

外部顧客への売上高 342,626 43,373 3,075 389,075 389,075 － 389,075

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 342,626 43,373 3,075 389,075 389,075 － 389,075

セグメント利益 138 3,977 411 4,526 4,526 △42,902 △38,376

(注)１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに帰属しない全社費用、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年９月１日
至 2024年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年９月１日
至 2025年11月30日)

減価償却費 12,630千円 11,033千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年１月13日

株式会社アスタリスク

取締役会 御中

海南監査法人

大阪事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 坂 東 和 宏

指定社員
業務執行社員

公認会計士 中 須 賀 高 典

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社アスタリスクの2025年９月１日から2026年

８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年９月１日から2025年11月30日まで）及び第１四半期連

結累計期間（2025年９月１日から2025年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連
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結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


